
令和7年度からの大学入学共通テストについて
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大学入学共通テストの概要

利用大学数

870大学

9割以上
の４年制大学が利用
（国立・公立・私立）

6教科30科目
出題教科・科目数

22部会
約500名 1,200日/年

問題作成部会

志願者数

512,581人人

45.1%
の高校卒業見込み者が受験

約150名 述べ300日／年
科目等別の点検

679会場
（本試験）

受験上の配慮許可者数(R4)

3,685人

大学入学志願者を対象に、
高等学校の段階における基礎的な学習の達成の程度を判定し、

大学教育を受けるために必要な能力を把握するため、
利用する各大学が共同して実施
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高大接続改革
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大学教育で
必要となる力

高校教育で

育成する力

大学入試で

測る力

学習指導要領の改訂
・育成することを目指す資質・能力の
明確化
・そのための授業や学習評価の改善

社会で生きていく
ための力

“三つの方針”の明確化による
教育の改善・充実
-入学者選抜の方針（アドミッション・ポリシー）

-教育の方針（カリキュラム・ポリシー）

-学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）

高校段階の学習成果を評価し、
大学で求められる力を把握する入試の改善
・大学入学共通テストの導入
・各大学の個別選抜の改善



独立行政法人大学入試センター法
（平成十一年法律第百六十六号）

・・・大学に入学を志願する者に対し大学が共同して実施することと

する試験に関する業務等を行うことにより、大学の入学者の選抜の

改善を図り、もって大学及び高等学校における教育の振興に資する

ことを目的とする。（第３条）
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大学に入学を志願する者の高等学校の段階における基礎的な学習の

達成の程度を判定することを主たる目的として大学が共同して実施す

ることとする試験に関し、問題の作成及び採点その他一括して処理す

ることが適当な業務を行うこと。（第13条第１号）



1
大学入学共通テストの
問題作成・評価について
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大学入学共通テスト
実施大綱

大学入学共通テスト
問題作成方針

出題教科・科目の
問題作成の方針

教科・科目等別の
問題作成分科会における

問題作成

実施の趣旨、出題教科・科目の範囲
（大学関係団体、高校関係団体との協議の上、文部科学省が定める）

全教科共通の作成の方針
（大学入学共通テスト企画委員会の審議で決定）

各教科において問いたい力、
重視する学習の過程、資料の扱い方など
（教科・科目等別問題作成方針分科会）

セ
ン
タ
ー
試
験
に
は
な
か
っ
た
部
分

評価・分析

不断の
改善

大学入学共通テストの問題作成

点検
問題点検第１部会、第２部会、

問題作成方針分科会（高校点検）

実施
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大学入学共通テスト（令和3年度～）

全教科共通の出題方針・各教科の問題作成方針の

基本的な考え方

〇「問いたい力」を明確にした問題作成 （センター試験における蓄積も生かす）

〇高校教育の成果として身につけた、大学教育の基礎となる
知識の理解の質や思考力、判断力、表現力等を問う問題作成

〇「どのように学ぶか」を踏まえた問題の場面設定※

※単に授業の場面を取り上げたり、会話文を取り入れることが目的ではなく、

知識を実際の問題解決の場面で活用できるほど深く理解できているか、
問題解決のために思考・判断・表現することができるかどうかをなど問う。
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＜評価項目＞
①出題のねらい
②出題範囲
③題材
④問題の場面設定
⑤問題構成
⑥表現・用語
⑦難易度
⑧得点のちらばり

令和４年度大学入学共通テスト
問題評価・分析委員会報告書

（大学入試センターHPに掲載）

「大学入学共通テスト問題評価・分析委員会」において、

・高校教員・指導主事、教育研究団体からの外部評価

・問題作成部会委員による自己点検・分析・評価

を出題科目ごとに実施。

大学入学共通テスト 試験の出題に対する評価



令和４年度試験 外部評価結果概要

○外部評価では，対象科目（31科目）の総合評価において
25科目が「4（適切）」，6科目が「3（ある程度適切)」との評定であったことから，
共通テストの試験問題として良質な試験問題であったとの結論を得られた。

○全体としては、題材、場面設定、問題構成などにおいて、「知識・技能」、「思考力・判
断力・表現力等」を測る共通テストの問題として適切であったという評価を受けた。

〇各教科・科目の個々の設問へのコメントの中には、共通テストで問いたい資質・能力を
測るために、さらなる改善・充実を期待する指摘もあった。

（例）

• 授業の場面を想定して出題されるなどの工夫が見られた。問いを表現したり,仮説を立てたり,検証したり
と生徒自身の授業の活動に視点を置いて出題すると,よりよいものになるだろう。 （「世界史B」) 

• 作成方針に即した思考力・判断・表現力等を求める設問は時間に比して多く，計算量の多い設問も散見
された。そのため総合的にみると解答時間に余裕がなくなった受験者が多いことが推察される。
（「数学I,数学A」)

• 実験立案や考察，グラフ，計算問題など多角的な問いが設定されている。単発の問いが減り，過不足や
穴埋めなどの出題形式が多様で，分野融合の問題も工夫されていた。ただ，時間のかかる問題が多す
ぎたので，設問数の減少などで受験者へ配慮してほしい。（「生物」）
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『世界史B』 R４共通テスト（本試験）問題より

「文中下線部について議論

する場合，異なる見方あ・い

と，それぞれの根拠として適

当な文について，正しい組

合せを選択する問題。

概念化された知識を元に，

歴史の解釈に対する根拠を

考察する問題であり，やや

難易度は高いが，思考を問

う良問である。」

（問題評価・分析委員会

外部評価分科会（高校教員））

（略）
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『生物基礎』 R４共通テスト（本試験）問題より

「光の強さと二酸化炭素吸収速度の関係を表す

グラフと，問題文中の食物連鎖の関係，ブナアオ

シャチホコの幼虫の食性といったそれぞれの情

報を統合して考えさせる設問。学習指導要領に

示された「生物学的に探究する能力」を問うもの

であった。」

（問題評価・分析委員会 外部評価分科会（高校教員））



２
新学習指導要領と令和７年度入試からの
大学入学共通テストについて
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〇教科・科目の目標を、「何を教えるか」ではなく、「何ができるようになるか」という視点で整理

〇「何ができるようになるか」（育成することを目指す資質・能力）を
「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、人間性等」の３つの観点で整理

〇目標とする資質・能力を育成するために重要となる学習の過程について、
「主体的、対話的で深い学び」の視点として整理

〇特に、「深い学び」として、各教科ならではの「見方・考え方」を働かせる学習の過程を重視

〇すべての学習の基盤となる、言語能力、情報活用能力等を教科横断的に育成することを重視

〇情報機器を教科の特性に応じて活用することを重視

〇学習評価を指導や学習の改善につなげるため、「目標に準拠した観点別評価」として実施
（評価の観点＝育成することを目指す資質・能力の３つの観点）

新高等学校学習指導要領改訂(H30告示）

（教科・科目共通の改善のポイント）

中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」（平成28年12月）

「高等学校学習指導要領（平成３０年告示）第１章総則等を元に大学入試センターにおいて整理



新学習指導要領改訂の考え方
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新しい時代に必要となる資質･能力の育成と、学習評価の充実

何ができるようになるか（なったか）

未知の状況にも対応できる

思考力・判断力・表現力等の育成
生きて働く知識・技能の習得

学びを人生や社会に生かそうとする

学びに向かう力・人間性等の涵養

主体的･対話的で深い学び（「アクティブ・ラーニング」）

の視点からの学習過程の改善

各教科の見方・考え方を働かせた、
習得・活用・探究の過程の重視

どのように学ぶか何を学ぶか

生きていくために必要となる力を伸ばす

必履修科目設定
「地理総合」、「歴史総合」、「公共」、「情報Ⅰ」、
「総合的な探究の時間」等）

進路等に応じた可能性を伸ばす（多様性）

選択科目設定
「理数」（理数探究基礎、理数探究）等

各学校における

｢カリキュラム･マネジメント｣の実現

どのように
実現するか

中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指

導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）（平成28年12月）より



新教育課程に対応した大学入学共通テスト出題科目構成（予告）

地理歴史

英語ｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝⅠ

英語ｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝⅡ

英語ｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝⅢ

論理・
表現Ⅰ

論理・
表現Ⅱ

論理・
表現Ⅲ

英語 情報

情報Ⅰ

情報Ⅱ

数学

数学Ⅰ

数学Ⅲ

数学Ⅱ

数学A

数学B

数学C

公民

数学②
『数学Ⅱ、数学B、数学C』

数学①
『数学Ⅰ、数学A』 『数学Ⅰ』

『地理総合、
地理探究』

『歴史総合、日本史探究』
『歴史総合、世界史探究』

『公共、倫理』
『公共、政治・経済』

『英語』
『ドイツ語』『フランス語』
『中国語』『韓国語』

『情報Ⅰ』

国語

『国語』

現代の
国語

言語
文化

論理
国語

文学
国語

国語
表現

古典
探究

地理
探究

日本史
探究

世界史
探究

倫理
政治・
経済

地理
総合

歴史総合 公共
『地理総合、
歴史総合、
公共』

（３科目の中から
２科目選択）

理科

物理 化学 生物 地学

物理
基礎

化学
基礎

生物
基礎

地学
基礎

②『物理』『化学』『生物』『地学』
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最大2科目を受験

①『物理基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎』

同じ名称の科目を含む
出題科目は選択不可
（ただし、『歴史総合、日
本史探究』と『歴史総合、
世界史探究』は選択可）

グレー部分は、共通テストの出題範囲外



11月9日公表

• 出題教科・科目の出題方法等の予告（配点など）

• 教科共通の問題作成方針に関する検討の方向性

• 教科・科目の問題作成方針に関する検討の方向性及び試作問題

• 『情報Ⅰ』『旧情報（仮）』の得点調整

（受験者数が１万人未満の場合にも得点調整の対象にすることについて）

11月16日公表

• 得点調整の実施条件・方法に関する

「得点調整検討部会」の検討状況と意見募集
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令和７年度大学入学共通テスト
大学入試センターからの公表内容



令和7年度試験の主な変更点など

• 従来の問題作成方針を引き続き重視しつつ，趣旨をより明確にし，新学習指導要領に対応。

多様な受験者が十分に力を発揮できるよう問題の構成や分量等に配慮しながら，引き続き，

知識の質や，知識・技能を活用する思考力・判断力・表現力等を問う問題の工夫を重視する。

• 国語は，言語活動を重視し，多様な資質・能力を問うため大問を一つ追加。
試験時間は90分（10分増），分野別の配点は近代以降の文章110点，古典90点(古文45,漢文45)

• 地理歴史，公民は，必履修科目と，それを学んだ後に履修する選択科目を組み合わせて，

６つの出題科目を出題。

• 数学②は『数学Ⅱ，数学B，数学C』となり，試験時間が70分（10分増）

• 理科は，一つの時間帯の中で，１～２科目を受験する。

• 英語は「リーディング」「リスニング」形式を通して，

「聞く」「読む」「話す」「書く」を統合した言語活動を通して培う能力を評価。

• 情報が出題教科に追加（試験時間は60分，配点は100点）

『情報Ⅰ』と『旧情報（仮）』の間では，いずれかの受験者数が１万人に満たない場合も，得点調整

の対象とする。

• 令和7年度試験は，旧教育課程履修者等（既卒者など）が選択できる，「経過措置問題」を出題。
（新教育課程履修者が経過措置問題を選択することは不可。）

地理歴史，公民のみ，経過措置問題を解答するか，通常の科目を解答するか，出願時に申請が必要。
17

＊赤字が今回初めて公表する部分
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令和７年度大学入学共通テスト
教科共通の問題作成方針 「検討の方向性」のポイント

○ 従来の方針を重視しつつ，趣旨をより明確化し，新学習指導要領に対応する

・ 知識の質，思考力，判断力，表現力等を重視するとともに，

教科横断的に育成する言語能力，情報活用能力等にも留意する。

・ 知識・技能や思考力，判断力，表現力等を適切に評価するため，

各教科・科目の特質に応じた学習の過程を重視し，

問題の構成や場面設定の工夫を重視する。

・ 出題の工夫を一層重視しつつ，多様な受験生が十分に力を発揮できるよう，

出題の構成や内容，分量，表現等に配慮する。

○ 高校教育や大学教育が変わろうとしていることを踏まえ，共通テストも不断の改善を図る。

○ 共通テストは，学習指導要領に基づく学習を重ねていれば対応できる問題の作成を

目指すものであり，そのことの周知を含め，広く情報発信を行う。



３
令和７年度試験の出題科目について
（出題方法，問題作成方針に関する検討の方向性，試作問題等）
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国 語。

• 必履修科目「現代の国語」「言語文化」で育成する資質・能力を，試

験問題全体を通して評価する。
※1 話合いや論述などの「話すこと・聞くこと」， 「書くこと」の領域の学習の充実を含め，

実社会における国語による諸活動に必要な資質・能力を育成する科目

※2 上代から近現代に受け継がれてきた我が国の言語文化への理解を深める科目

• 様々な資料から読み取ったことを基にレポートを書くといった，

言語活動を重視し，多様な資質・能力を問うことができるよう，

大問を一つ追加。

• 配点は近代以降の文章が3問110点，古典が2問90点（古文・漢文各45点）

• 各大問では，試験時間（90分）との関係に留意しつつ，

それぞれの題材の意義や特質を一層生かすよう工夫する。

• 試作問題では，新たな大問の例を２例紹介。
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『国語』試作問題の構成

設問 分野 （配点）

第１問 近代以降の文章（５０）

第２問 近代以降の文章（５０）

第３問 古文（５０）

第４問 漢文（５０）

設問 分野 （配点）

第１問 近代以降の文章（４５）

第２問 近代以降の文章（４５）

第３問 近代以降の文章（２０）

第４問 古文（４５）

第５問 漢文（４５）

令和４年度共通テスト 試作問題

試験時間 ８０分 試験時間 ９０分

多様な力を問うため
言語活動の過程を
より重視した問題を
追加

110点
100点

※試作問題の構成であり，毎年度，同じ形で出題されるとは限らない



「気候変動の影響」について調べてレポートを書く
ために，テクストを図表と関連付けながら的確に
読み取る力や，レポートの作成に向けてテクスト
を適切に解釈し，目次の内容や構成について分
析したり検討したりする力等を問う。

『国語』 試作問題（第A問）
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日本語の独特な言遣いについてレポートを書く場面を設定。
それぞれの資料をレポートに引用するために，複数の文章や
グラフの内容や要旨を適切に解釈する力や，よりよいレポー
トにするために，レポートの内容を捉え直したり，根拠の示し
方について考察したりする力等を問う。

『国語』試作問題（第B問）
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学習指導要領の
科目

科目設置の趣旨
「読むこと」で扱う

文章の種類
「読むこと」
の配当時間

「話すこと，
聞くこと」
「書くこと」を

含めた

授業時数

「現代の国語」

話合いや論述などの『話すこと・聞くこと』，

『書くこと』の領域の学習の充実を含め，

実社会における国語による諸活動に

必要な資質・能力の育成

現代の社会生活 に必要とされる

論理的な文章及び
実用的な文章

10-20h 70h

「言語文化」
上代から近現代に受け継がれてきた
我が国の言語文化への理解を深める

文学的な文章（作品），
我が国の伝統と文化に
関する論理的な文章

20h

70h

古文，漢文
40

~45h

国語の必履修科目「現代の国語」と「言語文化」について

参考

60~

65h

※１ 我が国の伝統や文化について書かれた解説や評論，随筆など
※２ 古典を読んでいる時間だけではなく，古典を読んで考えたことについて書いたり話し合ったり，古典に関するテーマを立ててまとめたりする時間も含めている

※2

※１

高等学校学習指導要領（平成３０年告示）解説 国語編を元に，大学入試センター試験企画部において作成
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⚫ （略）マーク式問題の中で，知識の理解の質を問う問題や思考力・判断力・表現力等

を発揮して解くことが求められる問題を重視した出題を一層工夫していくことが適切

であり，第１回大学入学共通テストに対する評価も踏まえ，不断の改善に努めていくこ

とが期待される。

（第１回試験についての委員の指摘から）

✓ 国語については，複数の題材による出題，言語活動の過程を設定に取り入れた出題

など，問題作成の方針に示された趣旨を生かそうとする意図が見える。また，読み

取った内容を活用して， 新たな考えを生み出す力を測ろうとする出題を目指している

ことも見て取れる。ただし，いわゆる「実用的な文章」の扱いを含めて，質の高い問題

作成を続けていくことの難しさを同時に感じる。大問の数や試験時間を変えないまま

新しい内容を加えると，従来問うていた内容が十分に問えるのかという疑問が残る。

大問の数や試験時間の変更も選択肢の一つとして検討されるべきではないか。

文部科学省「大学入試のあり方に関する検討会議」提言(R3.7)より
(記述式問題及び国語関係）

参考
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• ６つの出題科目で構成

（a) 必履修科目を組み合わせた出題科目

『地理総合，歴史総合，公共』

高等学校の必履修科目「地理総合」「歴史総合」「公共」の３つのうちから２つを選んで解答。

各５０点，２つ合わせて１００点

(b) 必履修科目と選択科目を組み合わせた出題科目

『地理総合，地理探究』，『歴史総合，日本史探究』，

『歴史総合，世界史探究』，『公共，倫理』，『公共，政治・経済』

高等学校の必履修科目「地理総合」「歴史総合」「公共」 と、それらを履修した後に学習する

選択科目である「地理探究」「日本史探究」「世界史探究」「倫理」「政治・経済」を組み合わせた

問題を出題 各１００点

→（参考1）出題科目構成

地理歴史，公民。



• 最大２科目を受験

• 受験する科目の数は，出願時に申請

＜２科目受験時に、選択できない組合せ＞

・(b)から２科目を受ける場合: 『公共，倫理』と『公共，政治・経済』の組合せは不可

・(b)から１科目と (a) を受ける場合: (a) の中で選択するものと同じ名称を含む (b) 科目は選択不可

27

→（参考2）組合せ一覧表

→（参考3）科目選択の方法
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（参考１）地理歴史，公民の出題科目構成の新旧比較

これまで 令和７年度共通テスト

世界史A(100)

左記の中から
最大２科目＊
を受験

世界史B(100)

日本史A(100)

日本史B(100)

地理A(100)

地理B(100)

現代社会(100)

倫理(100)

政治・経済
(100)

倫理，政治・経済
(100)

『地理総合，地理探究』
（１００）

左記の中から
最大２科目＊を受験

『歴史総合，日本史探究』
（１００）

『歴史総合，世界史探究』
（１００）

『公共，倫理』
（１００）

『公共，政治・経済』
（１００）

『地理総合，歴史総合,公共』
＊３つのうち２つを選択解答

（各５０点、２つ解答して１００点）

＊同じ名称を含む科目

（赤線で結んだ科目）

を選択することは不可

＊２科目選択できない組合せ

• (b) から２科目を受ける場合

『公共，倫理』と『公共，政治・経済』

の組合せは不可

• (b) から１科目と(a)を受ける場合，

(a)の中で選択したものと同じ名称

を含む(b)科目は選択不可

(ｂ）必履修科目と選択科目を
合わせた出題科目

(a)必履修科目を
組み合わせた出題科目

（）の数字は配点



解答科目②

（ｂ）必履修科目と選択科目を
組み合わせた科目

（a）必履修科目を
組み合わせた出題科目

『地理総合，歴史総合，公共』
（３つのうち２つを解答）

『地理総合，
地理探究』

『歴史総合，
日本史探究』

『歴史総合，
世界史探究』

『公共，倫理』
『公共，
政治・経済』

「地理総合」
と

「歴史総合」

「地理総合」
と

「公共」

「歴史総合」
と

「公共」

解
答
科
目

①

（ｂ）
必履修科目と
選択科目を
組み合わせた
出題科目

『地理総合，
地理探究』 ○ ○ ○ ○ × × ○

『歴史総合，
日本史探究』 ○ ○ ○ ○ × ○ ×

『歴史総合，
世界史探究』 ○ ○ ○ ○ × ○ ×

『公共，倫理』 ○ ○ ○ × ○ × ×

『公共，
政治・経済』 ○ ○ ○ × ○ × ×

（a）
必履修科目を組
み合わせた
出題科目

『地理総合，
歴史総合，公共』
（３つのうち
２つを解答）

「地理総合」と
「歴史総合」 × × × ○ ○

「地理総合」と
「公共」 × ○ ○ × ×

「歴史総合」と
「公共」 ○ × × × ×

（参考2） 選択可能・不可能な組合せ一覧表 （地理歴史，公民で２科目受験する場合）

○は選択可能な組合せ、×は選択不可の組合せ 29



解答科目②

（ｂ）必履修科目と選択科目を
組み合わせた科目

（a）必履修科目を
組み合わせた出題科目

『地理総合、歴史総合、公共』
（３つのうち２つを解答）

『地理総合、
地理探究』

『歴史総合、
日本史探究』

『歴史総合、
世界史探究』

『公共、倫理』
『公共、
政治・経済』

「地理総合」
と

「歴史総合」

「地理総合」
と

「公共」

「歴史総合」
と

「公共」

解
答
科
目

①

（ｂ）

必履修科目と
選択科目を
組み合わせた
出題科目

『地理総合、
地理探究』 ○ ○ ○ ○ × × ○

『歴史総合、
日本史探究』 ○ ○ ○ ○ × ○ ×

○ ○ ○ ○ × ○ ×

○ ○ ○ × ○ × ×

○ ○ ○ × ○ × ×

（a）
必履修科目を組
み合わせた
出題科目

『地理総合、歴史
総合、公共』

（３つのうち２つを
解答）

「地理総合」と
「歴史総合」 × × × ○ ○

「地理総合」と
「公共」 × ○ ○ × ×

「歴史総合」と
「公共」 ○ × × × ×

（参考2） 選択可能・不可能な組合せ一覧表 （地理歴史、公民で２科目受験する場合）

○は選択可能な組合せ、×は選択不可の組合せ

（例）
一つ目の科目として

『歴史総合、日本史探究』
を選ぶ場合

30



（参考３） 地理歴史，公民の解答科目の選択の方法

受
験
科
目
の
数
を
申
請

（
最
大
２
科
目
）

解
答
す
る
科
目
を
選
択

出願時 当日（試験時間中）

旧
教
育
課
程
履
修
者
は
、
経
過
措
置
ま
た
は
新
教
育
課
程
の

問
題
の
ど
ち
ら
を
受
験
す
る
か
も
併
せ
て
申
請

・ （b）の５科目から２科目

※『公共，倫理』と『公共，政治・経済』の組合せはできない

又は

・ （b）の５科目から１科目と、

（a） （『地理総合，歴史総合，公共』）の中から

いずれか２つの内容を解答

※（b）と（a）で同じ名称を含む科目の組合せはできない

選
択
し
た
科
目
を
解
答
用
紙
に
マ
ー
ク

・ （b）の5科目から１科目
又は

・（a）（『地理総合，歴史総合，公共』）の中から
いずれか２つの内容を解答

１
科
目
受
験

２
科
目
受
験

1 2
3

（ｂ）必履修科目と選択科目を組み合わせた科目
『地理総合，地理探究』，『歴史総合，日本史探究』，
『歴史総合，世界史探究』，『公共，倫理』，『公共，政治・経済』

選択可能な
(b)と(a)の

組合せ

『地理総合，地理探究』 「歴史総合」と「公共」

『歴史総合，世界史探究』
「地理総合」と「公共」

『公共，政治・経済』
「地理総合」と「歴史総合」

『公共，倫理』

『歴史総合，日本史探究』

(b) (a)

31



地理歴史，公民 試作問題の構成のイメージ

地理
総合
25

歴史
総合
25

歴史
総合
25

地理探究
75

日本史探究
75

世界史探究
75

公共
25

倫理
75

政治・経済
75

公共
25

『地
理
総
合
，
歴
史
総
合
，
公
共
』

『地理総合，地理探究』

25

25

25

25

25

25
『歴史総合，日本史探究』

『公共，倫理』

『公共，政治・経済』

共通

『歴史総合，世界史探究』

共通

共通

共通

地
理
総
合

歴
史
総
合

公
共

50

50

50

32

※今回の試作問題と同じ大問が

共通問題になるとは限らない。

(ｂ）必履修科目と選択科目を
合わせた出題科目

(a)必履修科目を
組み合わせた出題科目

※「共通」で結んだ部分は、

共通の問題となっている。

※数字は配点を示す。



試作問題「歴史総合」

会話文から類推されるナショナリズムの概念を基に

して，日本や外国における具体的な歴史的事象を

ナショナリズムの現れとして評価できるかを問う。
（ 『歴史総合、世界史探究』第１問、

『地理総合、歴史総合、公共』の「歴史総合」第２問（共通問題）
33



試作問題「公共」（『地理総合，歴史総合，公共』）

人口減少が社会に与える影響と対策に

ついて，考察，構想する問題。

日本と諸外国の「現金給付」「現物給

付」の対GDP比と「合計特殊出生率」に

ついての散布図を読み取り，

そこからどのようなことを主張すること

ができるのか考察する。

（『地理総合，歴史総合，公共』の「公共」第4問，
『公共，倫理』『公共，政治・経済』の第2問（共通問題））

34



35

都市が抱える多様な課題と，都市問題
の解決に向けた知識を関連付け，持続
可能なまちづくりの取組に向けて構想
できるかを問う。
（『地理総合，地理探究』第６問）

試作問題『地理総合，地理探究』

35



試作問題『歴史総合，日本史探究』

36

ある市の博物館を訪問してその展示資料を基に，日本近現代史

について考察する過程を設定。写真を見て生じた疑問を検証

するための方法について考察する問題。
（『歴史総合，日本史探究』第６問）



試作問題『歴史総合，世界史探究』

37

中問A～Cで扱う3つのレポートに共通した主題を類

推した上で，その主題をさらに深めるため，どのよう

な事例を考察することが適当かを考察する。

（『歴史総合，世界史探究』第５問）
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試作問題『公共，倫理』

38

「動物の幸福とは何か」という問題に

ついての様々な立場を理解した上で，

自分がどの立場に立つのか，
その主張を行う上でどのような
根拠の提示が必要かについて

考える問題。（『公共，倫理』第５問）



39

移民・難民の受け入れに関する３つの提

言を読み，それらがどのような異なる意見

を調整して導かれたものであるかを問う。

（『公共，政治・経済』第６問）

試作問題『公共，政治・経済』

39
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数 学。

• 数学①②ともに試験時間が70分となる。

• 試作問題では，新たに出題範囲となる内容の問題例と，

それを含めた場合の全体の問題構成のイメージを紹介。

※ 試作問題では，新規の内容を含む部分以外は，過去の共通テストで出題した問題を使用。
（ R３年度本試験（１月１７日実施）の問題を基にしつつ，配点に応じて，問題の分量を調整している。）
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数学①『数学I，数学A』試作問題の構成

令和４年度共通テスト 試作問題

試験時間 ７０分 試験時間 ７０分

設問 解答方法

第１問

必答

第２問

第３問

いずれか２問を
選択し解答

第４問

第５問

設問 解答方法

第１問

必答

第２問

第３問

第４問
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数学②『数学Ⅱ，数学B，数学C』試作問題の構成

設問 解答方法

第１問

必答
第２問

第３問 いずれか２問を
選択し解答

「数列」
「ベクトル」
「確率分布と統計的な推測」

第４問

第５問

令和４年度共通テスト 試作問題

試験時間 60分 試験時間 70分

設問 解答方法

第１問

必答第２問

第３問

第４問 いずれか３問を
選択し解答

「数列」 （数学B)

「統計的な推測」（〃）
「ベクトル」 （数学C）
「平面上の曲線と複素数平面」（〃）

第５問

第６問

第７問
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コンピュータソフトを用いて複素数平面上にとった

複数の点を基に描かれる図形を扱う問題。

事象を複素数を用いて数学的に表現したり，

解決の過程を振り返って事象の数学的な特徴や

他の事象との関係を考察したりする。
（『数学Ⅱ，数学B，数学C』第７問）

試作問題『数学Ⅱ，数学B，数学C』
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理 科。

• 一つの時間帯の中で，最大２科目を受験する形となるが，

選択できる科目の形については従来どおり。

（「基礎」を付した科目は，２つで１科目として扱う）

• 旧教育課程履修者のための経過措置科目は設定しないが，

旧教育課程履修者が選択可能な選択問題を出題する場合がある。
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理科の出題形式の変更

令和４年度共通テスト 令和７年度共通テスト

理
科
①

物理基礎(50)

A 理科①から２科目

B 理科②から１科目

C 理科①から２科目，
理科②から１科目

D 理科②から２科目

化学基礎(50)

生物基礎(50)

地学基礎(50)

理
科
②

物理(100)

化学(100)

生物(100)

地学(100)

理

科

『物理基礎，化学基礎，
生物基礎，地学基礎』

（５０×２＝１００）
４つの内容のうち２つを選択
（２つで１科目として扱う）

最大２科目を受験

物理(100)

化学(100)

生物(100)

地学(100)

理科①と理科②を別々の時間帯で実施 一つの時間帯で実施

※選択できる科目の組合せや配点は，従来どおり
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英 語。

• 出題形式は「リーディング」形式と「リスニング」形式（原則，両方を受験）

• ５領域の力を総合的に育成する「英語コミュニケーションⅠ」「Ⅱ」と，

発信力の強化をねらいとした「論理・表現Ⅰ」の内容に対応

• 文字と音声の特性を生かして，

「聞く」「読む」「話す」「書く」を統合した言語活動で育てた

総合的な英語力を測ることを重視。

• そのための工夫の例として，試作問題では，

- 賛否の意見を書くために複数の資料を読んで主張をまとめ

論拠を整理する場面，

- 書いた英文を推敲する場面（以上リーディング），

- 講義の要点を確認し考えを述べ合う場面（リスニング）

を扱った問題の例を紹介。



試作問題『英語』（リーディング）

47

「授業中のスマートフォンの利用の是非」

というテーマについて自分の意見を書くため，

立場の異なる５人の意見を読んで，論拠を整

理する問題。 （『英語』第A問（リーディング））



試作問題『英語』（リーディング）

自分の考えを書いた文章について，教師のコメントを

踏まえて修正するという場面設定。

読み手に分かりやすいように情報を整理し，文章の

論理構成や展開等について考える。

（『英語』第B問（リーディング））48
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（大学入学共通テストにおける４技能試験の開発可能性，

大学入学共通テスト「英語」のあり方）

⚫ （略） 大学入学共通テスト「英語」の試験形態は，引き続き，マーク式

問題及びＩＣプレーヤーを使用して実施する方式とし，出題内容とし

ては「読む」，「聞く」に関する能力を中心としつつ，「話す」，「書く」を

含めたコミュニケーション力を支える基盤となる知識等も評価するな

ど，高等学校までの教育で培った総合的な英語力を可能な限り評価

する方向で不断の改善を図っていくことが望ましい。

文部科学省「大学入試のあり方に関する検討会議」
提言(R3.7)より
(「英語」関係）

参考



聞くこと 読むこと
話すこと
［やり取り］

話すこと
［発表］

書くこと

知識・技能

思考力・
判断力・
表現力等

主体的に

学習に取り組
む態度

コミュニケーションを行う
目的や場面，状況等に応じて，
情報や考えなどの概要や要点，
詳細，話し手や書き手の意図など
を的確に理解する力
（共通テストの問題作成方針の中で， 従
来，特に強調している部分）

５領域・３観点の全体については，各大学が，

各大学の個別試験や，外部資格・検定試験
の成績の活用，調査書等により評価する

「外国語」（５領域×３観点）と共通テストの関係イメージ
（未定稿）

参考

直接，話したり書いたりしたものを評価することは
できないが，「聞くこと」「読むこと」の中で，
情報や自分の考えを適切に表現したり伝え合ったり
するために，聞いたり読んだりして理解した情報や
考えを整理したり，何をどのように取り上げるかなど
を判断したりする力として評価
（統合的な言語活動を通して培う力として，共通テストの中で
工夫して評価することが期待されている部分）

50

コミュニケーションを支える基盤となる
音声や語彙，表現，文法等に関する知識や技能

（単独で問うのではなく，「読むこと」「聞くこと」の言語活動の中で評価することとしている部分）

令和７年度大学入学共通テスト「英語」の問題作成方針に関する検討の方向性を基に大学入試センター試験企画部において作成。



大学
文理を問わず、すべての学生が
数理・データサイエンス・AIの基礎を学ぶ
大学全学生に対する数理・データサイエンス教育の
標準カリキュラム等の開発・普及など

高等
学校

必履修科目「情報Ⅰ」の設定
＋全ての教科・科目を通して「情報活用能力」を育成

＊「言語能力」と並び、すべての学習の基盤となる力と位置づけ

大学入学共通テスト

『情報Ⅰ』
出題

情 報 。
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• 『情報Ⅰ』の試作問題では，４つの大問で，学習指導要領において育成することと

している力を，幅広く問う形となるよう作成。（配点は１００点）

＊大問4のみ，「参考問題」として，もう一つの問題例を紹介

• 経過措置科目の『旧情報（仮）』は，「社会と情報」及び「情報の科学」の共通問題と，

それぞれ固有の内容に対応した選択問題から構成する試作問題を紹介。

• 得点調整は通常，受験者数が１万人未満の科目は対象外となるが，

令和７年度の『情報Ⅰ』『旧情報（仮）』は，受験者数が１万人未満となっても，

得点調整の対象から除外しない。

• 令和７年度試験の問題作成に向けて，試作問題を基にしつつ，大学生を模擬受験者

としたモニター調査を参考としたり，様々な機会を通して高校関係者の意見を伺うなど

して，問題の内容，分量，程度等に留意した問題となるようにする。



53

『情報Ⅰ』 『旧情報（仮）』

第１問
(20)

問１

必

答

第１問
(35)

Ａ
(20)

問１

必

答

問２ 問２
問３ 問３
問４ 問４

第２問
(30)

Ａ
(15)

Ｂ
(15) ②

Ｂ
(15)

第２問
(15)

③
（「情報の科学」履修者向け） 選

択第３問
(15)

（「社会と情報」履修者向け）

第４問
(25)

必

答

第３問
(25) ④

必
答

第５問
(25)

④
（「情報の科学」履修者向け） 選

択第４問
(25)

第６問
(25)

（「社会と情報」履修者向け）

試作問題『情報Ⅰ』『旧情報（仮）』大問構成

プログラミング

①②③④は，試作問題『情報Ⅰ』と『旧情報（仮）』で共通した問題となっている部分。 （ ）内は配点。

データ活用

①①

②

③
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『情報Ⅰ』 試作問題

54

SNSやメール，Webサイト

などの利用時の注意点や

情報の信ぴょう性の判断

について問う。
『情報Ⅰ』『旧情報（仮）』第1問(共通問題)
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「情報デザイン」の考え方を問う問題。

示された情報（地下鉄の路線図，旅行会社

のWebサイト）がどのような基準に基づいて

整理されているかについて考察する。
（『情報Ⅰ』第1問 問4）

55
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代金を支払う際の「上手な払い方」を考えるという問題解決の題材

において，アルゴリズムとプログラミングの基本に関する

理解を基に，示された要件を踏まえたプログラムを

論理的に考察できるかを問う。（『情報Ⅰ』 第3問）

56
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生活時間の実態に関する統計調査を基に，

データの活用と分析に関する基本的な知識・

理解と，データが表すグラフから読み取れる

ことを考察できるかを問う。（『情報Ⅰ』第4問） 57
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『旧情報（仮）』試作問題 情報機器や情報通信ネットワーク，情報セキュリティ

に関する知識と関連付けて，実践的な情報通信ネッ

トワークに関わる課題などに対して，適切に判断し考

察できるかを問う。(『旧情報（仮）』第4問（必答問題））

58
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（参考）令和７年度試験の時間割イメージ

１日目 ２日目

２科目受験
9:30～11:40

１科目受験
10:40～11:40

地理歴史
公民

２科目受験
9:30～11:40

１科目受験
10:40～11:40

理科

13:00～14:30 国語 13:00～14:10 数学①

15:20～16:40 外国語 15:00～16:10 数学②

17:20～18:20 リスニング 17:00～18:00 情報

理科を一つの試験時間帯，情報を一つの試験時間帯で実施する場合の試験時間割の一つのイメージ。
実際の試験時間割は，現在大学入試センターにおいて検討中。

※受験上の配慮における試験時間延長（1.5倍）の試験終了時刻
１日目：19:50 ２日目：19:25



情報科 専門性＆指導力向上の取組
令和４年度 令和５年度

情報処理学会 MOOC 教材の無料公開

アーカ
配信NHK高校講座「情報Ⅰ」

オンデマンド開催
※7/31, 8/5,16,20 約550名が参加

※第３回までで、約1250名が参加

情報科の優れた指導力を有する教師による支援
専門性が高く指導力が高い情報科教師や指導主事等を、国のアド

バイザーとして登録。教育委員会からの依頼により、授業等に関する

相談や学校指導訪問、研修会講師を実施。（全額国費負担）
※ICT活用教育アドバイザー事業（令和４年度文科省委託事業）

アドバイザー事業

令和2~3年度

文科省作成 「情報Ⅰ」 「情報Ⅱ」教員研修用教材

文科省作成 「情報」実践事例集

優れた指導力を有する教師が、プログラミング、データサイエンス等を中心に解説。15分程度 20本(予

定）

高校 情報科 検索

アーカイブ配信「情報Ⅰ」授業実践研修 全14回予定
優れた指導力を有する教師等が授業実践事例や、学習内容を解説

情報処理学会

教員研修

「情報Ⅱ」授業実践研修

アーカイブ配信情報Ⅰ解説動画

アーカイブ
配信情報Ⅱ解説動画

教科調査官が制作委員として監修。教材不要。受講無料。オンデマンド視聴可

NOW

5月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月～1学期 夏季休業中 ２学期 ３学期令和２年度 令和３年度 ４月

5月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月～1学期 夏季休業中 ２学期 ３学期

・研修会開催（情報処
理学会と連携）
・MOOC等研修公開

専門性の向上

・アーカイブ配信等により、
いつでも学習可
・繰り返し視聴可

学習機会の保障

・解説動画等の作成
・NHK高校講座「情報Ⅰ」
（文科省協力）

授業力向上

指導力
授業力UP↑

※デジタルバッヂ付与 ※国の予算補助、都道府県教委に参加を推奨

情報処理学会

教員研修（予定）

（予定）

（予定）

生
徒
視
聴
可

R2.7~ ※文部科学省作成協力・広報支援

R2.3~H31.3~

情報科特設ページ 随時情報更新

施策パッケージ②

【参考】文部科学省における、高校の情報科指導の支援
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令和7年度試験に向けて

大学入試センターでは

今回公表した試作問題を基に，

大学生を対象としたモニター調査（11月10～12日実施）を行ったり，

様々な機会を通して高校教育関係者の意見を伺うなどして，

問題の内容，分量，程度等に留意した問題となるようにします。

各大学では

大学入学共通テストの利用科目などを、

令和４年度中には公表することとされています。
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高等学校関係者にご留意いただきたいこと
（「情報」の経過措置関係）

• 令和７年度試験で経過措置科目を受験する可能性のある生徒に対して，

これまで出題されていない『旧情報（仮）』が出題されることを周知頂くこと

• その際，各学校で開講している科目が，「社会と情報」「情報の科学」のどちらである

のかが，生徒にとって明確になるように伝えていただきたいこと

＊選択問題は（どの科目を履修していたかにかかわらず）試験時間中に自由に選ぶことが可能です

• 特に，専門学科の科目や学校設定科目（教育課程の特例を含む）によって上記２科

目を代替している場合には，それらの科目と「社会と情報」「情報の科学」の内容の対

応関係について，十分なご説明を頂きたいこと

＊大学入試センターや大学等では，受験者から質問を頂いても回答ができません



４
「得点調整」に関する検討

63



令和７年度共通テストの得点調整対象科目
（令和３年１２月公表）

現行の
得点調整対象科目

新課程における
得点調整対象科目

経過措置科目における
得点調整対象科目
（令和７年度限り）

地理
歴史

『世界史B』
『日本史B』
『地理B』

『地理総合，地理探究』
『歴史総合，世界史探究』
『歴史総合，日本史探究』

『旧世界史Ｂ』
『旧日本史Ｂ』
『旧地理Ｂ』

公民 『現代社会』
『倫理』
『政治・経済』

『公共，倫理』
『公共，政治・経済』

『旧現代社会』
『旧倫理』
『旧政治・経済』
『旧倫理，旧政治・経済』

数学① （得点調整なし） 『数学Ⅰ，数学A』 『旧数学Ⅰ，旧数学A』

数学② （得点調整なし） 『数学Ⅱ，数学B、数学C』 『旧数学Ⅱ，旧数学B』

理科 『物理』『化学』『生物』『地学』 『物理』『化学』『生物』『地学』

情報 （出題なし） 『情報Ⅰ』 『旧情報(仮）』

３科目 ６科目

６科目
３科目

64
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• 『情報Ⅰ』と『旧情報（仮）』は，得点調整の対象となります。

• 通常，受験者が１万人未満の場合は，得点調整の対象外となりますが，

『情報Ⅰ』『旧情報（仮）』は受験者数に関わらず対象となります。

• 令和７年度試験以降の得点調整の実施条件・方法に関しては，

専門家による「得点調整検討部会」により提言がなされ，

現在，意見募集を行っています。（～R5.2.8まで）

令和７年度試験の「得点調整」について



得点調整検討部会案の説明①

66

得点調整を行う条件（案）

成績の段階表示（スタナイン）：
受験者の各科目の成績が、受験者集団の中で、相対的にどのような位置にあるのかを9段階で示す。

「平均点差が20点以上となった場合」に加え、
「平均点差が15点以上であり、かつ、 段階表示の区分点差が20点以上となった場合」
も得点調整を行う

科目B 科目R 区分点差

第9段階(上位4％) 73 96 23

第8段階(11%) 67 90 23

第7段階(23%) 61 83 22

第6段階(40%) 55 74 19

第5段階(60%) 49 63 14

第4段階(77%) 43 53 10

第3段階(89%) 37 43 6

第2段階(96%) 31 32 1

平均点 52.0 67.1
平均点差
15.1

段階表示（スタナイン）の区分点（各段階の得点範囲の下限値） （例）

科目Bでは67点を取れば8段階（上位11％）
に入るが、科目Rで90点を取らないと
同じ段階に入らない
（＝科目Rの方が、高得点者が多い）

上位者同士では大きな得点差が生じているが、
中～下位では差が小さいので、
平均点は１５点差程度にとどまっている

※中～下位者同士の間で大きな差が生じることもある



得点調整検討部会案の説明②
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対象科目間の区分点差が最大１５点になるように，得点を加算する

調整（加点）の方法 （案）

0 4 8 12 16 20 24 28 32 36 40 44 48 52 56 60 64 68 72 76 80 84 88 92 96 100

７段階（77%）

８段階（89%）

９段階（96%）

２段階（4%）

３段階（11%）

４段階（23%）

６段階（60%）

５段階（40%）

１段階

同段階での得点が
低い科目
（加点される科目）

調整後
（得点調整検討部会案）

同段階での得点が
高い科目

調整後
（従来方法）

最大区分点差調整後

15点差

（従来の方法（平均点差が15点になるように加算）に比べ、加点の量が増える）
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令和４年１１月

・各教科・科目の問題作成の方向性（試作問題を含む）の公表

・得点調整の方法に関する検討状況の公表（予定）

（随時，ご意見をWeb上の専用フォームで受け付け）

・大学生によるモニター調査（英語は１２月）

令和４年度中 ・大学入学共通テスト利用教科・科目の予告【各大学が公表】

令和５年６月頃

・「実施大綱」の公表【文部科学省が公表】

（これまで予告された出題教科・科目等を含む，試験の実施方針）

・「出題教科・科目の出題方法等及び問題作成方針」の公表
（今回示した予告・方向性を踏まえた正式決定）

令和６年６月頃 ・「実施要項」の公表
（出願方法，時間割など）

今後のスケジュール



５
共通テストと進路指導
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入学者選抜の区分別 大学進学者数の推移

70

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

総合型選抜
（いわゆるアドミッション・オフィス入試）
詳細な書類審査と時間をかけた丁寧な面接等を
組み合わせることによって，
入学志願者の能力・適性や学習に対する意欲，
目的意識等を総合的に評価・判定する

学校推薦型選抜
出身高等学校長の推薦に基づき，
調査書を主な資料として評価・判定する

一般選抜
調査書の内容，学力検査，小論文、
志願者本人の記載する資料等により，
能力・意欲・適性等を多面的・総合的に評価・判定する

※学校推薦型選抜、総合型選抜においても、
小論文等，プレゼンテーション，口頭試問，実技，各教科・
科目に係るテスト，資格・検定試験の成績等、あるいは
共通テストの成績を必ず利用する



進学先選択と満足度
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94.5%

94.1%

93.2%

93.1%

92.8%

91.2%

89.9%

87.4%

86.4%

86.4%

86.2%

86.0%

85.9%

81.6%

78.4%

学校の雰囲気がよかったから

特色ある取組を行っているなど授業内容に興味があったから

卒業後の大学院等への進学に有利だから

他校よりも入試の難易度が高いから

将来就きたい仕事と関連しているから

卒業後の就職に有利だから

入部したい部活動があったから

自宅から近いから・通いやすいから

塾・家庭教師の先生にすすめられたから

授業についていけそうだったから

総数

高校の先生にすすめられたから

親・親せきにすすめられたから

友人が選択していたから

合格できそうだったから

出典：文部科学省第19回21世紀出生児縦断調査(平成13年出生児）の結果（令和３年８月10日）より

学校選択理由 満足度
（「満足している」＋「どちらかと言えば満足している」の割合）

高校の先生にすすめられたから

親・親せきにすすめられたから

友人が選択していたから

合格できそうだったから

学校の雰囲気がよかったから

特色ある取組を行っているなど授業内容に興味があったから

大学生男子の
学校選択理由で

最も多い！
（約４割）

が、満足度は
最も低い！

？

？
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試験情報ページ

DNC 令和７
https://www.dnc.ac.jp/kyotsu/shiken_jouhou/r7ikou/

ホームページで最新の情報を
掲載していきます。

YouTubeで
解説動画を
公表しています。

https://www.dnc.ac.jp/kyotsu/shiken_jouhou/r7ikou/

